
事務事業の総点検の取組みについて

１．スケジュール

第１回 専門部会（Ｈ３０．４．２７）   

第２回 専門部会（Ｈ３０．９．２６）  ・  事務局ヒアリング後の見直し案の提示 

                        ・  見直し点検シートの依頼 

○各部局で自主的に事務事業の見直し等を検討 

○事務局が示した「見直し点検事業」の見直し等を検討 
 

  これまでに実施した見直しで削減効果のあった取組みを参考 

第２回 行財政改革推進本部（Ｈ３０．１０月上旬）  総点検結果の報告   平成３１年度当初予算編成への反映の確認 

事務事業の見直しの考え方 

「まちづくり総合ビジョン」の関連度の検証 

指針に基づく検証 
 補助金・負担金の見直しに関する指針等 

企業・特別会計への

繰出の抑制を検討 

「見直しの視点」から検証 

平成３１年度当初予算編成方針発出（Ｈ３０．１０月中旬） 

第１回 行財政改革市民会議（Ｈ３０．９．２０）    ・  行財政改革推進プラン２０１８の概要説明    ・市の財政状況説明 

                                   ・  事務事業の総点検の取り組み 

担当部局の見直し案 

第２回 戦略経営会議（Ｈ３０．１０月中旬～） 

事務局の見直し案 

事務局ヒアリング（Ｈ３０．９上旬～） の実施 

資料４ 



 
 

２．事務事業の総点検に当たっての「見直しの視点」 

 

⑴ 必要性の検証 

① 事業の緊急性の度合いが低くないか？ 

② 社会情勢等の変化により、導入当初の目的が相対的に低下、又は達成していないか？ 

③ 明確な終期設定ができているか？ 

 

⑵ 事業効果の検証 

① 事業の長期的な継続実施等により費用対効果が低下していないか？ 

② 類似の事業が民間等で行われていないか？ 

③ 他の事業と目的や内容が重複・類似しているなど、より効率的手法はないか？ 

④ 事業の成果向上の余地が可能であるなど、より効果的手法はないか？ 

 

⑶ 財源確保の検証 

① 負担の公平性など、受益と負担の関係は適正か？ 

② 協賛金やクラウドファンディング等により歳入を確保することが可能ではないか？ 

③ ネーミングライツや広告事業等を活用できないか？ 

 




